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日本女子大学学長

日本女子大学は創立以来1世紀余にわたって、総合大学の構想実現に力を

尽くしてきました。そして１９９２年には、長い歴史を持つ家政理学科から、私学の

女子大学で最初の理学部が誕生し、数学・物理・化学・生物の各分野から優

れた卒業生を輩出し、研究・教育分野はもとより、産業界や報道の世界にも女

性リーダーとして幅広い活躍を展開しています。今人類は、地球規模で人智を結

集し、次世代の豊かな未来を築くことが求められています。全人教育の基盤に

しっかりと支えられた本学の自然科学は、女性の科学的な芽を育み、新世紀の

要請に応える実力と体系を備えています。

日本女子大学理学部教授
日本学術会議会員

本プロジェクトの目的は「出産・育児と研究活動の両立支援」および「女性研究

者の活躍の場の拡大」です。実現に向けて、①ユビキタスリサーチによる支援、②

ヒューマンリソース支援、③調査・企画の3つの柱として実施していきます。女性研

究者がさまざまな場所で活躍できることを示し、産学連携など就職に結びつける

活動を通して女性研究者数の拡大を行います。また、プロジェクトにおける活動を

次世代に広げ、科学教室やシンポジウムを開催し、科学の面白さを伝えることで

継続的な女性研究者の育成を図ります。

総括責任者

女性研究者が出産・育児により研究活動を断念あるいは中断することのないよ

う、支援モデルを提案して進めています。ひとつは出産・育児中の女性研究者に

研究補助者をつけ、ＩＴ技術を利用して在宅でも実験ができるようにすること、もう

ひとつは、広い範囲のキャリアパスを示して、選択幅をひろげること、さらに小中高

校生に理系の面白さを伝えること、理系女子大学であればこそできるこれらの計

画を試み、実際に問題点・課題を解決してゆきます。この試みを成功させ、他の

大学・研究機関にまで拡大させて行きたいと思っています。皆様のご支援をよろし

くお願いします。

日本女子大学大学院客員教授
日本学術会議連携会員

〒112-8681 東京都文京区目白台2-8-1
TEL&FAX      03-5981-3417（直通）
E-mail           mcp@fc.jwu.ac.jp

日本女子大学 女性研究者マルチキャリアパス支援プロジェクト推進室

プロジェクトリーダー

プロジェクト推進室室長

本プロジェクトのホームページが新設されました。

活動報告や今後の予定についても発信していきますので是非

ご覧下さい。

http://momi.jwu.ac.jp/ ~mcpweb/
または http://www.jwu.ac.jp/mcp/index.html



日本女子大学における女性研究者・技術者の育成

①ユビキタスリサーチによる支援

②ヒューマンリソース支援

③次世代女性研究者・技術者育成のための

調査・企画
を3つの柱として実施していきます。女性研究者がさまざま

な場所で活躍できることを示し、産学連携など就職に結び

つける活動を通して女性研究者数の拡大を行います。ま

た、プロジェクトにおける活動を次世代に広げ、科学教室

やシンポジウムを開催し、科学の面白さを伝えることで継

続的な女性研究者の育成を図ります。
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出産・育児をしながら研究は継続できます

大学院博士課程１年の時に結婚、３年
の時に妊娠しました。卒業後に就いた仕
事は毎年契約更新が必要な期限つきポス
トで、育児休暇がとれませんでした。で
も、案ずるより生むがやすし、無理せず
ボチボチやっていくことで、結果的に研
究を中断することなく自然と仕事が続け
られました。育児は１年では終わらない
長丁場、今思えばこのやり方が自分に
合っていたと思います。

永田典子（新制第42回生（生物系））
現職：日本女子大学理学部物質生物科学科助教授

弁理士として、新技術の開発を促進し、
技術とビジネスの橋渡しをする重要性を
痛感しています。
私は様々な製品の仕組みを知りたくて
理学部を選択しました。理学的な物の捉
え方ができること、また実験の経験等は
私の貴重な財産となっております。自分
の専門分野を確立する一方で、世の中の
動きに興味が持てるバランス感覚を身に
付ける上でも、自由な時間を持つことが

長野晴佳（新制第49回生（物理系））
現職：日立製作所中央研究所知的財産部

理学のセンスを活かして弁理士に

私の専門は視覚で、自動車や航空の灯
火に関する研究をしています。空港や車
検場の現場ではヘルメットに作業着姿で
実験することもあれば、国際会議では
スーツ姿で日本としての意見を述べるこ
ともあります。実際に経験したことは、
リアリティを持って伝えることができま
す。このリアリティが、子供にもきっと
良い影響を与えると、２歳の子供を育て

塚田由紀（新制第44回生（物理系））
現職：独立行政法人交通安全環境研究所交通安全環境技官

経験のリアリティが子供によい影響を

ながら感じています。このプロジェクトは、次世代を育てる女
性にとって、多くの経験を通して、自分の中にテーマをもつこ
とができるチャンスだと応援しています。

これまでの活動

先輩からのメッセージ

プロジェクトの正式スタートを記念して

本学で第1回シンポジウムを開催！
（2006.7.15）

参加者：380名

2006年度 理学部サマースクール
を実施（2006.8.2-11）

参加者：242名

大学院生もスタッフとして

積極的に参加しています

第2回シンポジウム・オープンラボ開催
日時：2006年11月25日（土） 11:00～（オープンラボ）

13:00～（シンポジウム）
場所：日本女子大学目白キャンパス
成瀬記念講堂（講演会）／百302, 303会議室（交流会）

企業の採用担当幹部・これまでの卒業生による現状の紹介・

問題の提示などの講演会が行われます。講演会終了後に参加

者との交流会を行います。

科学教室「インターネット子供教室」
日時：2006年10月20日（土）, 21日（日）, 11月18日（土）, 
2006年12月16日（土）, 2007年3月3日（土）

詳細はhttp://lcc.jwu.ac.jp/kouza/jitu_kouza/jitukouza2006/
an_6B07-1.htmlをご覧下さい。

＊プログラム＊

教育と研究に携わりながら子育てができ
たのは、職場の皆さんの多大なご理解と、
日本女子大学の保育施設である「さくら
ナースリー」のお蔭です。職場に保育施設
があることで、親子が互いの存在を近く感
じながら過ごせる安心感がありました。子
育てには大変なこともありますが、その経
験は１つも無駄ではなく、次への喜びを増
幅させる大事なステップになると私は考え

市川さおり （新制41回生（化学系） ）
現職：日本女子大学理学部物質生物科学科助手

安心して研究と育児を両立できます

できる女子大時代は非常に恵まれた環境であったと思います。

ています。今回偶然にもU－リサーチャーになる機会を頂きま
したが、今後はより多くの方々に支援の輪が広がることを心か
ら願っています。

（敬称略）

 総合司会 日本女子大学理学部助教授 今 城  尚 志
● 開会の辞 日本女子大学理学研究科委員長 松 影  昭 夫
● 主催者挨拶 プロジェクト総括責任者、日本女子大学学長 後 藤  祥 子

● プロジェクト紹介 プロジェクトリーダー           
 日本女子大学理学部教授、日本学術会議会員 小舘  香椎子
● 来賓挨拶  

14 : 30 文部科学省科学技術・学術政策局長 小 田  公 彦
 内閣府男女共同参画局長 名取  はにわ
 早稲田大学副総長 堀 口  健 治
● 特別講演  

15 : 00  「多様なキャリアパス、支援しています」 

 日本学術振興会総務部長 久 保  真 季
15 : 30  「これからの女性研究者の活躍のために」  

 東京大学教授、総合科学技術会議議員 黒 田  玲 子
● 講演  

16 : 00  「育児と仕事、両方続けるための私の１０カ条」  
 日本女子大学理学部助教授 永 田  典 子

16 : 30  「双子のママの研究生活一年目」  
 東京工業大学像情報工学研究施設研究員 村 上  百 合
● 閉会の辞 日本女子大学理学部長 久 保  淑 子



2回目の開催となるSFRI（Steering of Funding 

Research Institutions）の「女性と科学」関係ワークショッ

プでは、具体的な政策プログラムの紹介、その評価等が

議論されました。

日時：平成18年9月28日（木）, 29日（金）
場所：Marriott Hotel (カナダ オンタリオ州オタワ) 

ポスターセッションでは日本学術振興会久保真季総
務部長、鶴峰麻耶子係長により、「日本における女性
研究者の活躍支援」と題し、文部科学省による5つの
施策概要と日本女子大学の本プロジェクトの内容を
含んだ具体的な取組み事例の紹介がなされました。

本プロジェクトの発足を記念して、第1回シンポジウムが2006年7月15日（土）桜楓会 2 号館講堂におい

て開催されました。本学職員、卒業生、大学院生、学生のみならず、外部機関の方々も含めて 380 名を

超える参加者が集まり、補助いすを追加するほどの盛況を呈しました。

「女性研究者マルチキャリアパス支援モデル」プロジェクトおよび第1回シンポジウムに関して、2006年9月5

日（火）の朝日新聞（夕刊）に掲載されました。

Topics
先導的な女性研究者・技術者の支援モデルの構築

Mayako Tsurumine(1), Yukiko Miura(2), Maki Kubo(1)

(1) Japan Society for the Promotion of Science, (2) National Institute of Science and Technology Policy

Targeted Increase
Target set in Japan’s Third S&T Basic 
Plan to increase the ratio of female 
researchers to

25% by FY2010.

Circumstances in Japan
Fig1. Ratio of female researchers 

in Japan vis-à-vis other countries 
Fig2. Ratio of female students in 

faculties and courses

Opportunities provided for junior/senior high school girls to 
interact with female researchers, giving them firsthand examples
of women engaged in science and information useful to selecting 
a career path. 
(FY2006 budget： ¥ 35 million = about US$ 300 thousand)

Grants given to universi ties and research institutions 
implementing prototype programs for fostering and proactively 
engaging female researchers. 
(FY2006 budget： ¥ 500 million = about US$ 4.3 mil lion)

Lectures offered at junior and senior high schools by frontl ine 
researchers, widening the opportunity for schoolgirls to become more 
familiar with fields of math and science.

Seminars held at local education centers to encourage female students 
to pursue math and science and help them to set career paths. 
(FY2006 budget： ¥ 50 million = about US$ 430 thousand)

Returning to Lab 

Outreach to 
Schoolgirls

Support for Model
Programs

Stimulating
Scientific
Interest

Career Path
Guidance

MEXT conducts programs to at tract women to sc ience and to create environments in which each can give 
expression to her individual talents. In these ways, MEXT is working to promote the active participation of  women 
in fields of science and technology. 

Encouraging Female Scientists and Engineers

Fig3. Ratio of female researchers in 
faculties and positions

Targeted ratio by field

Science           20%
Engineering     15%
Agriculture       30%
Medicine          30%

Research
Activities

New fellowship established under JSPS Research Fellowships for 
Young Scientists RPD: Restart Postdoc Fellowship

Grant support provided under Restart 
Postdoc Program facilitates a smooth 
return to the workplace.

Grant support provided under Restart 
Postdoc Program facilitates a smooth 
return to the workplace.

Work interrupted by 
childbearing/chi ldcare 

Work interrupted by 
childbearing/childcare 

＜Before＞ ＜Now＞

Research
Activities

Research
Activities

Wall Research
Activities

☆JSPS PD System☆ JSPS Research Fellowships for Young Scientists: Established in 1985, this program provides a 
fellowship and research grant to talented young scientists to allow them to  concentrate  on research of their own choosing . 

FY2006： ¥ 140 million( = US$ 1.2 million ) 【JSPS】
Support for Returning to Lab after Maternity/Childcare Leave

Supports smooth return to the lab by outstanding researchers who have within the past five 
years suspended their work for childbearing/childcare. 
Tenure: 2 years     Monthly stipend: ¥ 364 thousand (= about US$ 3,100)
Research grant: ¥ 1.5 million /year (= about US$ 13,000/year )
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Grant and fellowship support provided for making a smooth 
transition back to the lab after maternity/childcare leave. 
(FY2006 budget： ¥ 140 mil lion = about US$ 1.2 million)

Inability to advance research while on 
maternity/childcare leave made finding 
a new job difficult.

Inability to advance research while on 
maternity/childcare leave made finding 
a new job difficult.

Support for Activities of Female Researchers in Japan

Contact Points

Model Programs to Support Female Scientists

Japan Society for the Promotion of Science
Mayako Tsurumine E-mail : tsurumin@jsps.go.jp Maki Kubo    E-mail : mkubo@jsps.go.jp

National Institute of Science and Technology Policy
Yukiko Miura    E-mail : ym40z@nistep.go.jp

★Problems
# Difficult to balance research and childcare
# So, many female researchers forced to quit jobs
# Difficult to return to position of same level held 

before break.

★Reasons
# In Japan, wives do more housework than husbands
# Researchers work until late at night

Model program to support female scientists
Support for research institutions that proactively hire and promote female researchers.

Duration: 3 years   
Institutional Grant: ¥ 30~50 million/year (= about US$ 260~430 thousand/year)

10 institutions selected in FY2006.

Fig4. Share of housework
by family members
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By Japan Women's UniversityUbiquitous Research Systems

Remote control system

Science Angels

On Tohoku  Unive rsity c ampus, July 2006 

By Tohoku University

Tohoku University launched a “Science Angels”
program, under which female graduate students 
provide encouragement and role models for 
high school 
girls to 
become 
scientists. 
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・Examples of women actively engaged in S&T fields 
(role models; info on career path selection) 
・Camps, symposia for schoolgir ls 

・Case reports on model programs, teacher seminars, etc. 

・Examples of women actively engaged in S&T fields 
(role models; info on career path selection) 
・Camps, symposia for schoolgirls 

・Case reports on model programs, teacher seminars, etc. 

College
Graduate
School

Job

Experiments and observations conducted collaboratively among 
elementary and secondary schools, universities and science 
museums, aimed at fostering interest in math and science 

Career 
Advancement

# Vis-à-vis other countries, low 
percentage of female 
researchers

# Few role models
# Difficult for women to envision 

careers in science

ProblemsProblems

Emphasis on math/science education conducted in collaboration 
with universi ties

SupportSupport
For CareerFor Career

PathsPaths

Researchers
Engineers

Undergraduates
PhD Students
Post-docs

# Provide information on career options 
# Conduct programs to bolster interest in 

S&T
# Promote active female participation in 

fields S&T research

Science Partnership ProgramsScience Partnership Programs

Super Science High SchoolsSuper Science High Schools

Provide opportunities for exchange between 
schoolgirls and researchers
Provide opportunities for exchange between 
schoolgirls and researchers

Conduct projects at community education centersConduct projects at community education centers

SolutionsSolutions

Junior Senior/
High School

Students

Recruiting Women into Science and Technology Vocations 
and Stimulating Their Interest in Scientific Education  

Foster Foster 
ScientificScientific
Interest inInterest in
Junior/senior Junior/senior 
High School High School 
GirlsGirls

Challenge  Campa ign by 
Cabinet O ffice (CAO ) 
htt p://www.gender.go. jp /c
-challenge /

S ummer Science Camp 
for High-Schoo l Students 
2006 
h ttp ://ppd .jsf.o r. jp /camp/2
006 /

Elementary
Schools Pupils

（日本学術振興会より提供）



日本女子大学 理学部・理学研究科
女性研究者マルチキャリアパス支援プロジェクト
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